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福島第一原子力発電所の事故の教訓を反映した、国内の原子力発電所のシビアアクシデ

ント対策や海外のプラントにおける状況等が紹介された。 

福島事故への日本の原子力発電所の対策としては、１．ガスタービンを用いた電源供給

の多様化、２．炉心への冷却水供給システム、３．計装系の多様化、４．燃料取替プール

などの強化などがあげられ、また、事故対応訓練の強化が紹介された。 

ベンチマーク訪問について、米国のフォートカルフーン、ザイオン、ピーチボトム及び

ボーグルの各原子力発電所、及びチェルノブイリ原子力発電所の視察結果が報告された。

米国では、内陸に立地するプラントが多く、降雪や洪水対策も重要となっている。PCV ベ

ントの設置状況等も紹介された。 

チェルノブイリ訪問では、事故後の復旧やプルシアンブルーを牛に与えることによって

セシウムを排出した経験などが紹介された。また、2011 年 5 月の IAEA 福島事故調査団に

よるコメントが紹介された。 

 

 

 

 


